📘 マリングレイス ブランドビジョンモデル（ver.6.3）

🟣 ブランド・エッセンス（Brand Essence）
「ここが滋賀の海。」
― 海のない滋賀に、海の感動と魚の命をまっすぐ届ける。

🔷 中核ビジョン要素（Core Vision Elements）
1. 山崎真鯛の物語を鯛しゃぶで表現
　― 計画養殖で3年かけて育つ「山崎真鯛」を看板メニューに据え、命の価値を伝える。
2. 全国から届く旬魚で驚きと発見を提供
　― 鯛を軸にしながらも、日替わり・季節ごとの魚で「今日はどんな出会いがあるのか」という体験を演出。
3. 魚の命を活かす職人の目利きと技
　― プロの確かな目と調理法で、魚の“いま一番美味しい瞬間”をお客様に届ける。
4. 生産者と共に歩む計画生産モデル
　― 養殖生産者のリスクを減らし、食べることが未来を支える行為となる仕組みを実現。
5. 滋賀という地域に海を根付かせる
　― 「ここが滋賀の海。」という象徴的メッセージで、地域に新しい食文化を創る。

🔵 拡張ビジョン要素（簡潔化・鯛軸要素含む 15項目）
1. 職人の技とこだわり
2. 全国から届く、とっておきの魚
3. 知らなかった魚との出会い
4. 旬の魚の、一番美味しい瞬間を
5. 海のない街で、海の恵みを
6. 旨い魚と酒を楽しむ
7. 心を込めたおもてなし
8. また来たくなる記憶に残る店
9. 新規店に見えない風格
10. 注文が入らない魚にも価値を
11. 旬の美味しさと食べ方を伝える
12. 計画生産で養殖の未来を支える
13. 鯛を丸ごと味わう多彩な料理
14. 祝いと縁起を担ぐ魚としての鯛

🍲 料理としての軸
· 看板料理：鯛しゃぶ（山崎真鯛）
· 鯛料理の多彩な展開（しゃぶしゃぶ、造り、昆布〆、骨湯、雑炊など）
· 日替わり・季節替わりの旬魚を組み合わせて驚きと発見を提供
· 魚と酒のペアリングで五感の体験を広げる

✨ ブランドが目指す姿
マリングレイスは、
「ここが滋賀の海。」という象徴的な言葉を旗印に、
「鯛という確かな看板」と「多彩な魚との出会い」を両立させることで、
滋賀という海のない土地に、海の感動を根付かせる。
魚を食べることが、命を尊び、生産者を支え、未来をつくる行為となるような、
“魚の哲学”と“食の楽しさ”が共存するブランドを目指します。

